
　令和６年度　部別予算見積方針・要求一覧表　（一般会計：枠配分対象経費）

部  名

当初予算編成に係る方針

予算見積要求一覧 （単位：千円）

① ②

Ｉ

③ ＋ ④

J

ふるさと応援基金新規・拡充特別枠対象事業 　（単位：千円）

予算見積における部の主要事業（当初１次基金対応事業を除く）　 　（単位：千円）

枠配分達成に向けた、歳入確保・歳出削減に対する主要な取り組み 　（単位：千円）

特記事項：

建築課 民間建築物耐震対策事業 歳入 9,764
事前の交付金調書において要望済み（過年度の交付金執行率をもとに配分される旨を確認して
おり歳入確保の見込み有）。

都市計画課 都市計画事務事業 11,231 11,165
近江八幡八日市都市計画区域における５年ごとの市街化編入時期となっており、魅力ある
まちづくりに向け市街化区域の拡充を図る。

課名等 事業名 区分
歳入確保額
歳出削減額

取り組み内容（増減要因）

土木課 単独市道改良事業 158,965 9,765
地元要望を踏まえて精査し、緊急性や重要度により計画的に道路改良等を行い、快適で安
全な生活環境の整備を図る。

土木課 河川改良整備事業 44,000 20,000
地元要望を踏まえて精査し、緊急性や重要度により計画的に河川改修等を行い、快適で安
全な生活環境の整備を図る。

課名等 事業名 歳出要求額 一般財源 事業概要

土木課
地域住民連携型交通安全対策
整備事業

365,003 0
１４区地区、武佐地区について、地域住民と連携を図りながら通学路の交通安全対策を実
施し、歩行者の安全確保を図る。

土木課 市道維持補修事業 155,467

都市計画課
都市公園施設長寿命化整備事
業

308,195 都市公園施設長寿命化計画に基づき公園施設の長寿命化を図る。

課名等 事業名 歳出要求額 事業概要

土木課 施設維持補修事業 59,612

市道区整東１９条線、駅前西庄線、黒橋八木線の舗装修繕。

設置後３０年以上経過している近江八幡駅北口エスカレーターの改修工事。

 調整先部名・調整内容  部間調整額

部
間
調
整

 部配分ふるさと応援基金（枠
配分)財源額

Ｈ 205,500  部配分一般財源額 231,214
 部配分一般財源額
（部間調整後）

Ｉ+J 231,214

枠配分一般財源額を超過（②＞④）配分ふるさと応援基金を超過（①＞③）

0

合計 1,810,642 87,740 1,423,401 0 87,740 348,658 387,241

0

0

0 0

0

0

0 0

0

0

0 0

0

0 53

建築課 21,645 0 15,129 0 0 0 6,516

市営住宅課 249,200 0 249,147 0 0

都市計画課 407,019 0 383,657 0 0 256,658 23,362

国・県事業推進室 42,950 0 22,960 0 0

土木課 1,089,828 87,740 752,508 0 87,740 92,000 337,320

0 19,990

その他特財
ふるさと応援
基金充当額

A B C Ｄ Ｅ：Ｂ-Ｄ

都市整備部

（１）役割
　近江八幡市第１次総合計画の基本目標「時代にあった安全・安心な生活基盤を築き、次世代への礎を築きます。(都市基盤整備）」及び持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）「住み続けられるまちづくり」などの実現
のために、少子高齢社会が進む中、近未来の人口減少、地域経済の縮小など不透明感が漂う状況にありますが、次の施策方針に基づき豊かな自然と良好な風景の保全、個性豊かな持続可能な都市基盤の
創造及び異常気象による災害に対応できる防災・減災への環境整備や体制づくりを進め、郷土に愛着と誇りが持てるまちづくりに努める。
（２）施策方針
① 事業内容を精査し、計画的かつ効率的な事業実施を図る。
② 地域インフラの整備や改良の要望に対し、緊急性、安全性、費用対効果などの事業効果を精査し、地域との協働を軸に取り組む。
③ 本市の個性豊かな景観を保ちつつ、活力あるまちづくりを推進するとともに、災害に強い都市機能の向上が図られるよう総合的な都市整備を推進する。
④ 安土コミュニティエリア整備や都市公園整備等、マニュフェストの達成やこれまで継続してきた重点施策に対する取り組みを加速し、一層の推進を図る。

課　名　等

当初２次
歳　出

予算見積額
総額
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歳　入
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